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HiZ-GUNDAM（High-z Gamma-ray bursts for Unravelling the Dark Ages Mission）は、宇宙最大の爆発であ
るガンマ線バースト（GRB）の観測を通して初期宇宙における再電離過程の解明やブラックホール誕生の瞬間と
いう極限時空探査を目的としている。HiZ-GUNDAM衛星に搭載する可視光・近赤外線望遠鏡は近赤外線で高い
感度を得るために望遠鏡を 200K以下、近赤外線検出器を 120K以下に放射冷却のみで冷却する必要がある。今ま
での解析にて、この温度要求を満たす光学・熱モデルを製作したが、後のより詳細な検討によって、姿勢変更に
より温度勾配が生じ、熱変形が起きるため光学性能が劣化する懸念が指摘された。そのため、望遠鏡の熱変形に
伴う微小変形に対してより強くなるように光学設計が変更された。そこで、本研究では、新しい光学設計を取り
込んだ熱モデルに対して、Ansys Inc.のThermal Desktopを用いて熱解析を行った。熱モデルとしては望遠鏡は
側面のラジエタからの放射冷却によって冷やされる。より低温状態を必要とする近赤外線検出器には専用のラジ
エタが追加されている。熱解析の条件として衛星が昼夜境界線上の太陽同期を周回中に通常の探査姿勢からGRB
発見に伴い、熱的に最悪な姿勢へ移行する場合を考えた。この姿勢変更による望遠鏡の温度勾配を計算し、その
熱変形量から光学性能の劣化を評価した。本発表では、姿勢変更による主副鏡間距離や光学設計変更後の望遠鏡
や近赤外線検出器の温度などのHiZ-GUNDAM衛星の熱解析の現状について報告する。


